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◎あさひ交流会のお知らせ。 

ＮＰＯあさひの会員様とあさひテレサホーム寮生との交流会を下記の通り開催します。 

 

  日時：１２月２４日  ＡＭ10：00～ＰＭ2：00                 

  場所：あさひテレサホーム 

  交流会プログラム 

    吉村＆テレサ合唱隊の発表会。 

    鈴木御夫妻の人形劇 

    もちつき 

    フリーマーケット 

 

 

＊後日あらためてご案内させていただきますので宜しくお願い致します。 

秋号発行となりました。 

第一号夏号より、早３ヶ月、この３カ月の間にもいろいろなことがおこりました。東日本大震災、福

島原発事故の終息のみえない中、台風による近畿、中部地方の大雨洪水被害、世界的な異常気象によ

る被害等、私達の生活様式がこれらの要因となったのでしょうか・・・。寮生のＹ・Ｍ君は、９月よ

り腰の痛みを訴えるようになり、通院していく中で、１０月１日より２週間の入院となりました。ベ

ッドでの生活を余儀なくされ、昼、夕の食事の介助に出向く毎日です。２週間過ぎた現在は、ベッド

上のリハビリを入院５日後よりしていく中で、自分の足で立って、トイレに行く気力と一日も早くあ

さひにもどりたい、との強い気持をいかに引き出していくかが今の介助していく中での課題となりま

した。私事になりますが、８月に２日間の夏休みをとりました。この短い短い夏休みですが私にとり

ましては、何よりの休息となりました。東京に住む姉と二人で、長野県南佐久郡八千穂にあります奥

村土牛記念美術館に行きました。日本画家１００才をむかえた頃も(平成２年１０１才で死去)、追及

してやまない向上心、“芸術に完成はありえない、どこまで大きく、未完成で終わるか”と述べてお

られます。これは、私たち人生に共通の指針であるように思われ、自分の目標を貫いていかねば～と

改めて心にきざみました。その晩は温泉につかり、子供の頃の思い出話、それぞれの家族の心配事な

ど、とりとめのない話が、疲れを取り去り、明日への力の糧となりました。     （島武代記） 

 

 



寮生の皆さんの様子 

 

 寮生の皆さんも、今年で上は５７歳から下は４０歳になりました。一般の人のような自己管理ができ

にくい分、衰えを感じるのも早いようです。みんな、だんだんと医者にかかる回数が増えて来ています。 

MM 君（４９歳）  

９月より腰の痛みをうったえて通院していく中で、１０月よ

り入院しました。病名は左腸腰筋膿傷。現在は自力で食事を摂

れるようになり、快方に向かっています。 

I A 君（４1歳）  

寮生の中でも一番若く、仕事もできるので、あさひのいつも

の 仕事だけでなく畑に田んぼにと、活躍しています。よく気が

つき働くので、休みの日には近隣の方々の手伝いをして重宝が

られています。お料理も上手です。 

M K 君（４２歳）  

 一時は朝起きれない日が続き表情も硬かったのですが、最近は朝の声かけで一度で起きられるように

なり、身だしなみにも気をつけて、ほがらかになりました。音楽が大好きで、週に一回の合唱とピアノ

の練習を楽しみにしています。ピアノ習い始めました。 

Y M 君（４7歳）  

感情のコントロールができにくいようで他の人に

感情をぶつけてしまうことが度々あります。時間を守

るよう声かけしています。知的な面があり、新聞記事

の話題を話したりします。歌うことが好きです。９月

に膝に水がたまって病院で水を抜きました。また、水

虫の治療をしています。 

S K 君(４７歳)  

部屋をきちんと整理整頓しています。まじめで明るく社交的な 反面、ナイーブでくよくよすることが

あります。水虫の治療をしています。 

I K 君(５２歳)  

自分の状態を保つために、睡眠や入浴、食事の量によく気をつけています。疲れやすい印象です。 

K T 君(５２歳)  

声高に、一人でしゃべっています。部屋の片付けや生活態度は 彼なりに規律を守っているようですが、

時間には遅れ気味です。８月に貧血で診察を受けました。今は完治しています。 

SE さん(５１歳)  

少し考え過ぎのところがあり、人から注意されると後で一人でぶつぶつ怒っていることがあります。

最近は歯磨き、入れ歯の手入れに気をつけています。ゴミ出しをよく手 伝ってくれます。 

M Y さん(５７歳)  

もともと足を引きずって歩いていましたが、７月に人工関節 を入れる手術を東京でしました。経過は良

２０１１年６月 静岡旅行 

２０１１年５月 西伊豆旅行 



好で、10 月下旬には、あさひに戻ってくる予定です。洗濯を取り込んでくれたり、食事の用意を良く手

伝ってくれます。 

I Y さん(４５歳)  

色々なことによく気がつき、寮の食事の用意もよく手伝ってくれます。その反面、自分のことにルーズ

なところがあり、片付けや掃除がおろそかなときがあります。手芸をよくやっていて、上手です。 

T Y さん(５７歳)  

とてもやさしい性格でどうぶつや赤ちゃんが大好きです。あさひの犬の係になって毎日散歩しています。

そのため、一時太っていましたが、最近痩せて来ました。よく気がついて片付けなどやってくれる反面、

気持ちが乗らないと、動こうとしないがんこなところがあります。               （草場泉記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆この夏も沢山のワークキャンプの応援をいただきました、皆様ありがとう

ございます。あさひの寮生にとりまして、楽しい楽しい日々となりました。 

 

  8/11～14 雲柱社の児童館 

  8/14～17 賀川記念館、東駒形教会、深川教会合同 

  8/26～29 慶応義塾大学ライチウス会 

  継続毎月２回 ヨハネ学園（秋より椎茸の養生舎作り、所内の整備） 

  継続の毎月（２泊３日） 深川教会の昆さん（秋より新鶏舎作り） 

   

皆様の合作で鶏舎が完成し、ヒナが元気に育っています。 

 

 

☆麻川理恵さんのお父さん！ 

       ありがとうございます！！ 

 

 今年のワークキャンプにも小学生から中学生の子供たちが、大勢参加しています。この子供たちへ

の慰労と収穫の喜びを味わってもらうべく、麻川さんが作付けから当日のプログラムまで計画し、２

回目となりました今年も６０名余りを招待して下さいました。じゃがいも掘り、もろこし、トマト、

きゅうりの丸かじりをしました。何と美味しかったこと！半日を２回にわけて行います。半日はアッ

という間にすぎてしまいますが、それまでの準備は大変なものです。麻川さん、心よりお礼申し上げ

ます。                                      

（島武代記） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎特定障害者特別給付費について（寮生家賃補助） 

 

  障害者自立支援法第２２条及び障害者自立支援法第２９条、障害者自立支援法３４条の規定に

基づき給付が下記の通り決定しました。 

 

月額 10,000円 平成２３年１０月１日～平成２４年１月３１日 

2011年 8/26～29 

慶応義塾大学ボランティアサークル 

ライチウス会の皆様と一緒に！ 


